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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は、構造条件 c-command に関し、日本語を獲得中の幼児を対象に、言語心理学

的手法及び脳科学的手法を用いて、心理レベルと脳レベルの両面から、その脳内における所在
と発達過程を明らかにすることであった。 

先ずは、成人を対象とした数量詞浮遊現象に基づく実験を行った。NIRSによる計測で得られ
たデータを解析・検討した内容を、国内外において開催された国際学会において発表した。ま
た、移動現象を基にした成人対象の実験結果については、査読付国際学術雑誌の論文として刊
行した。 

次に、成人対象の実験によって得られた結果を基に、幼児対象の計測に用いる実験デザイン
について検討し、心理実験及び NIRSによる計測を行った。移動現象に関する成果については、
国際学会において報告した。また、数量詞浮遊に基づく実験については、NIRSによる計測を行
い、計測結果の解析を実施した。 
研究成果の概要（英文）： 
  The goal of this research project was to investigate the domain specificity and the 
developmental process of the structural relation, c-command, by conducting a series of 
psycholinguistic and brain-imaging experiments.  

We first conducted an experiment with adults, which crucially makes use of a 
linguistic phenomenon known as numeral quantifier float.  Our findings from NIRS 
experiments were reported at international conferences held domestically and overseas.  
In addition, we published two refereed journal articles on our research findings from 
a series of experiments with adults, using scrambling tasks. 

On the basis of the task design used for the adults, we designed an experiment for 
children.  Psycholinguistic experiments were first carried out, which were followed by 
NIRS experiments.  Research findings based on a scrambling task were reported at 
international conferences.  As for the experiments involving floating numeral 
quantifiers, we conducted a series of psycholinguistic experiments and preliminary NIRS 
experiments.  Currently, we are analyzing the data collected through the NIRS 
experiments. 
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１．研究開始当初の背景 
 
これまでの言語研究において、言語機能の初
期状態（普遍文法, UG） の領域固有性に関
する証拠は、理論的研究と言語獲得研究から
得られたものが主であった。しかしながら、
そのような研究からのみでは、言語発達の背
後にある脳内基盤や言語発達に伴う脳内の
変化の解明に関して、あまり大きな貢献を望
むことができず、言語発達に関する理解をさ
らに深めるためには、理論言語学での成果に
基づいた言語心理学研究と、脳科学の立場か
らの言語研究の融合が必須であった。このよ
うな認識に立ち、言語理論研究者と脳科学研
究者による共同研究体制からの研究成果も
現れ始めている。例えば、Mehler・小泉らに
よる共同研究がそれにあたる。しかし、その
研究は言語発達の最初期を扱うものであり、
本研究の様に、言語理論において提案されて
きた、言語知識に関する普遍的特質が観察可
能となる幼児期を扱うものではない。 

以上のような状況の下、平成17年度～19年
度に行った科学研究費補助金(基盤研究(B)
｢生得的言語知識の領域固有性に関する認知
脳科学的研究｣では、言語理論・言語心理学
研究者及び医学系の脳研究者が協力体制を
敷き、言語獲得研究とNIRS を用いた研究を
有機的に結びつけることにより、言語機能の
初期状態の領域固有性に関して、心理レベル
と脳レベルの両面からの示唆的な証拠を得
るに至った。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、現代言語理論において中心的な
役割を果たしている生得的な構造条件であ
る c-commandに関し、日本語を獲得中の幼児
を対象に、言語心理学的手法及び脳科学的手
法を用いて、心理レベルと脳レベルの両面か
ら、その脳内における所在と発達過程を明ら
かにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、現代言語理論において中心的
な役割を果たしている生得的な構造条件に関
し、日本語を獲得中の幼児を対象に、言語心
理学的手法及び脳科学的手法（近赤外分光分
析法(NIRS)）を用いて、心理レベルと脳レベ
ルの両面から、その脳内における所在と発達
過程を明らかにした。 
 
４．研究成果 
 

研究成果の概要において述べた通り、先ず
は、成人を対象とした数量詞浮遊現象に基づ

く実験については、国内外において開催され
た国際学会（日本神経科学会、Neurobiology 
of Language Conference 、 Society for 
Neuroscience等）においてその成果を発表し
た。また、移動現象を基にした成人対象の実
験結果については、査読付国際学術雑誌の論
文として刊行した。さらに、数量詞浮遊現象
に関する実験結果については、国際学術雑誌
への投稿論文として纏め、本報告書作成時点
において、最終調整中である。 

成人対象の実験によって得られた結果を
基に行った幼児対象の移動現象に関する成
果については、前述の国際学会において報告
した。また、数量詞浮遊に基づく実験につい
ては、NIRSによる計測を行い、計測結果の解
析を行った。今後の幼児を対象とした研究に
示唆するところ大であった。 
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